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一
九
八
〇
年
三
月
当
時
の
在
ソ
連
日
本
国
大
使
館
に
お
け
る
大
使
館
員
の
行
動
に
係
る
内
規
等
に
関
す
る
質
問

主
意
書

一

一
九
八
〇
年
当
時
、
在
ソ
連
日
本
国
大
使
館
（
以
下
、
「
大
使
館
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
大
使
館
員
が
ソ
連
国
内

を
行
動
す
る
際
は
、
単
独
で
は
な
く
必
ず
二
人
以
上
で
行
動
す
る
様
義
務
付
け
る
内
規
（
以
下
、
「
内
規
」
と
い
う
。
）
が

あ
っ
た
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

二

「
内
規
」
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
存
在
し
た
か
。

三

「
内
規
」
に
違
反
し
た
者
に
対
す
る
罰
則
は
、
当
時
設
け
ら
れ
て
い
た
か
。

四

現
在
内
閣
官
房
副
長
官
の
任
に
就
い
て
い
る
漆
間
巌
氏
は
か
つ
て
一
等
書
記
官
と
し
て
「
大
使
館
」
に
赴
任
し
て
い
た
時

期
が
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
当
時
の
漆
間
一
等
書
記
官
に
対
し
て
も
「
内
規
」
は
適
用
さ
れ
て
い
た
か
。

五

一
九
八
〇
年
三
月
、
「
大
使
館
」
の
防
衛
駐
在
官
で
あ
っ
た
平
野
浤
治
氏
ら
が
、
グ
ル
ジ
ア
の
首
都
ト
ビ
リ
シ
を
視
察
中

に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
た
際
、
毒
を
盛
ら
れ
た
ウ
ォ
ッ
カ
を
飲
ま
さ
れ
、
め
ま
い
や
吐
き
気
、
背
中
の
激
し
い
痛
み
等
、

毒
物
中
毒
の
症
状
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
事
件
（
以
下
、
「
毒
ウ
ォ
ッ
カ
事
件
」
と
い
う
。
）
が
起
き
た
。
本
年
一
月
三
十

日
、
講
談
社
よ
り
発
行
さ
れ
た
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
秘
匿
捜
査
』
と
い
う
著
書
の
七
十
一
頁
に
「
漆
間
は
赴
任
後
、
早
速
ト
ビ

一



リ
シ
に
行
き
、
『
毒
ウ
ォ
ッ
カ
事
件
』
の
現
場
を
視
察
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
出
生
地
で
あ
る
ゴ
リ
を
見
て
歩
い
た
あ

と
、
漆
間
は
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ー
に
、
客
を
装
っ
て
入
っ
た
の
で
あ
る
。
」
、
七
十
三
頁
に
「
の
ち
に

警
察
組
織
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
漆
間
は
、
警
察
官
と
し
て
単
身
、
体
を
張
っ
て
現
場
を
視
察
し
た
わ
け
だ
が
、
平
野
の
吐
瀉
物

の
鑑
定
が
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
事
件
の
真
相
は
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
右
記
述
は
事
実
を

反
映
し
て
い
る
か
。
漆
間
氏
が
「
毒
ウ
ォ
ッ
カ
事
件
」
の
調
査
の
た
め
、
単
身
で
事
件
の
現
場
に
足
を
運
ん
だ
と
い
う
の
は

事
実
か
。

六

五
で
、
事
実
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
内
規
」
に
違
反
す
る
行
動
で
あ
っ
た
と
思
料
す
る
が
、
漆
間
氏
に
対
し
て
何
ら
か
の
処

分
は
な
さ
れ
た
か
。

七

六
で
、
な
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

右
質
問
す
る
。

二


